























昭和 34 年 6 月 30 日
医学研究科病理系











①菌株 Escherichia coli B 
② 抗血清 E. coli B の加熱死菌で免疫した家兎の血清を非働化したものO
⑦ 補 体: 新鮮モルモット血清。採取したままの血清では抗血清が無くても溶菌が起るので E ， coli 
B の細胞壁及び zymosan で血清を処理して補体血清だけでの裕菌が起らないようにした。 これを
“RA" とする。この処理では補体溶血価は殆ど低下しない。
④ 血清よりリゾチーム活性の除去: 稲井等の方法で Bentnite により抗血清や RA からリゾチーム
を i段着除去した。この処理により抗体価或は補体溶血価を損ふことはなかった。リゾチーム活性の無
い補体を“RL" とする。
③ リゾチーム: 結品卵白リゾチームを用ひ実験ごとにその活性を Smoleris の方法で測定した。




















































3) リゾチーム活性の無い免疫溶菌系においては serum-spheoplast 形成は見られない。但し少数の
cell wall に似た難染性の梓菌が見られる。この現象の原因はまだ不明で今後に課せられた重要な問題で、あ
る。 serum-spheroplast 形成もリゾチームの添加量によってその速度並びに程度が規定される。
4) 抗血清及び補体よりリゾチームを除去しでもこれ等の血清による免疫殺菌作用には著明な影響は無
い。但し過剰のリゾチーム添加は免疫殺菌作用を促進し且増大する。乙の過剰リゾチーム量といふのは生
体内における血築中に常在する量に相当し白血球にはその数百倍の濃度を示して居る。従ってリゾチーム
は生体内における免疫溶殺菌に対して重要な役割を演ずるものと考えられる。
要するに本研究は感染に対する生体防禦に於いて重要視されている免疫溶菌及び殺菌現象に於ける血清
リゾチームの重要性を初めて明らかにしたもので免疫学の進展に寄与した点大なるものと考える。
